
 

 

請求明細書・給付管理票返戻（保留）一覧表 
事業所（保険者）番号 9970000000 平成２４年５月審査分 

                                                                    平成２４年５月３１日 

事業所（保険者）名   □□介護事業所 

 

保険者（事業所）番号 
保険者（事業所）名 

被保険者番号 
被保険者氏名 

種別 
サービス 
提供年月 

サービス 
種類 

サービス 
項目等 

単位数 
特定入所者介護費等 

事由 内     容 備 考 

990000 0000000001 
給 H24.4   12,240 B 証記載保険者番号：給管＋償還合計が区分支給限度基準額超過 １２Ｐ３ 

△△市 ｶｲｺﾞ ﾀﾛｳ 

990000 0000000001 
給 H24.4   12,240 B 

給付管理票種別区分：給管＋償還合計が区分支給限度基準額超

過 
１２Ｐ３ 

△△市 ｶｲｺﾞ ﾀﾛｳ 

990000 0000000001 
給 H24.4   12,240 B 被保険者番号：給管＋償還合計が区分支給限度基準額超過 １２Ｐ３ 

△△市 ｶｲｺﾞ ﾀﾛｳ 

990000 0000000001 
給 H24.4   12,240 B 

給付合計単位数日数：給管＋償還合計が区分支給限度基準額超

過 
１２Ｐ３ 

△△市 ｶｲｺﾞ ﾀﾛｳ 

     
 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            １ 頁 

○○県国民健康保険団体連合会 

内容・・証記載保険者番号、給付管理票種別区分、被保険者番号、給付合計単位数日数：給管＋償還合計が区分支給限度基準額超過 

原因・・給付管理票のサービス計画合計単位数 ＋ 償還払いのサービス利用単位数 が、保険者が国保連に登録している“利用者の要介護度”に対する「支給限度

基準額」を超えているためエラーとなっています。 

対応・・償還払いの単位数については、利用者又は該当の保険者（市町村または福祉事務所の介護保険担当係）へ確認することになりますが、このエラーの場合、給

付管理票のサービス計画単位の合計が要介護度別の「支給限度基準額」を超えている場合がほとんどですので、最初に合計単位数と「支給限度額」をチェッ

クして下さい。 

    「支給限度額」は、給付管理票に入力（記入）している要介護度ではなく、保険者が国保連に登録している要介護度で決定されます。そのため、給付管理票

上では誤りが無い場合でもエラーとなることがありまので、利用者の要介護度も確認して下さい。 

 

「備考」欄 エラーコード＝１２Ｐ３ 

１つの給付管理票につき４つのエラーがセットで出

力されます。 



 

「備考」欄 エラーコード＝１２Ｐ３となる給付管理票の例 （この給付管理票を提出すると前ページの「請求明細書・給付管理票返戻（保留）一覧表」が国保連から送付されます。） 

 

給付管理票（平成２４年４月分） 

 

保険者番号 保険者名  作成区分 

 9 9 0 0 0 0 △△市  ○1.  居宅介護支援事業者作成 

2．  被保険者自己作成 

3.   介護予防支援事業者作成 被保険者番号 被保険者氏名  

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
フリガナ ｶｲｺ  ゙ ﾀﾛｳ  

居宅介護／介護予防 

支援事業所番号 
9 9 7 0 0 0 0 0 0 0 

介護 太郎  

生年月日 性別 要支援・要介護状態区分  担当介護支援専門員番号 9 9 0 0 0 0 0 1 

明・大・○昭  

5 年 5 月 5 日 
○男・女 

要支援1・2 

要介護1・○2 ・3・4・5 
 

居宅介護／介護予防 

支援事業者の事業所名 

□□介護事業所 

居宅サービス・介護予防サービス 

支給限度基準額 
限度額適用期間  

支援事業者の 

事業所所在地及び連絡先 
△△県△△市△△町１－２－３ 

19480 単位／月 
平成 

24 年 1 月 
~ 

平成 

24 年 12 月 
 

委託 

した 

場合 

委託先の支援事業所番号           

介護支援専門員番号         

 

居宅サービス・介護予防サービス 

サービス事業者の 

事業所名 

事業所番号 

（県番号－事業所番号） 

指定／基準該当／ 

地域密着型 

サービス識別 

サービス 

種類名 

サービス 

種類コード 
給付計画単位数 

Ａ事業所 4 8 7 0 0 0 0 0 0 1 
指定・基準該当・ 

地域密着 
短期入所生活介護 2 1 2 3 8 2 0 

 
          

指定・基準該当・ 

地域密着 
        

           
指定・基準該当・ 

地域密着 
        

           
指定・基準該当・ 

地域密着         

           
指定・基準該当・ 

地域密着 
    

 
   

        
 

 
 指定・基準該当・ 

地域密着 
        

           
指定・基準該当・ 

地域密着 
       

 

           
指定・基準該当・ 

地域密着 
        

 
合計 2 3 8 2 0 

エラーの原因と対応 

 

原因・・ 

要介護２の支給限度基準額１９，４８０

単位を超える２３，８２０単位を入力

（記入）しているため、１２Ｐ３エラー

となっています。 

対応・・ 

単位数を支給限度基準額１９，４８０単

位以内になるよう修正して再提出して

ください。 

 

受給者台帳 

（保険者（Ａ市）が国保連に登録している受給者の情報） 
 

被保険者番号 被保険者名 要介護状態区分 

0000000001 ｶｲｺﾞ ﾀﾛｳ 要介護2 

 

 

保険者が国保連に登録しているｶｲｺ  ゙ ﾀﾛｳの要介

護状態区分“要介護２”の支給限度基準額１９，

４８０単位を超える２３，８２０単位を入力（記

入）しているため、１２Ｐ３エラーとなります。 

突合を行う箇所 

国保連が点検時に見る箇所 

 
ポイント！支給限度基準額 

要支援１＝ ４，９７０単位 

要支援２＝１０，４００単位 

経過的要介護＝６，１５０単位 

要介護１＝１６，５８０単位 

要介護２＝１９，４８０単位 

要介護３＝２６，７５０単位 

要介護４＝３０，６００単位 

要介護５＝３５，８３０単位 

誤：２３８２０ 

正：１９４８０以内 


